
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇全職員による共通理解と共通実
践
  ・授業力向上を目指した改善

〇校内研究を通して授業力が向上
達成した教師80％以上

・各教科等で授業公開を行い、研
究会を通して授業力の見直し・改
善を行う。

A

・講師を2回招聘し、校内研究に対する研修会を実
施したことで、職員の校内研究や授業づくりに対す
る見識が高まった。
・各教科等グループで指導案の検討を十分に行い
授業公開をし、その成果と課題を次の授業実践へ
と生かしたことで、授業力が向上したと95％の教師
が感じている。

A

・研修会や研究会、グループでの授業づくりなどの授業改善に取り組まれ、それらの成果が、子供たちが落ち着いて学習に向かってい
る姿からも感じられて、すばらしいと思います。
・保護者の方の最終評価では、学力向上への取り組みが中間より少し下がっているので、学校側の学力向上の取り組みが伝わってい
ないところがあると思います。
・子供たちの学力にも格差があると思うので、すべての児童の学力を育む授業づくりを意識してほしいです。
・授業力については、教師の個性を大切にしながら授業づくりにつなげていけば、授業力に幅をもった評価ができるように思います。

知育成部

○児童が主体的に学ぶ授業の実
践

○「学習に対して粘り強く取り組む
ことができた」と回答した児童８０％
以上
○「友達との対話的な学習を通し
て、自分の考えを深めたり広げたり
することができていると思う」と回答
した児童80％以上

・校内研究を柱として、「学びのプラ
ン」を活用し、自己の学びを振り返
る場や調整する場を設定する。
・「聴き方・話し方」のステップ表を
活用しながら対話的な授業づくりに
取り組む。

A

・「学びのプラン」を各教科等で活用し、自己の学
びを振り返ったり調整したりする場を設定したた
め、約90％の児童が学習に対して粘り強く取り組
むことができたと回答した。
・「聴き方・話し方」のステップ表を活用しながら話
し合う活動を取り入れたため、友達と考えを伝えあ
う活動を通して自分の考えを深めたり広げたりする
ことができたと約90％の児童が回答した。

A

・次年度へ向けて、「学びのプラン」「聴き方・話し方」のステップ表を使っても、上手く授業に参加できなかった児童への対応について考
える必要があります。
・「学びのプラン」の活用が、子供たちの学習意欲に繋がっているように感じます。以前より子供たちの話を聞く姿勢、先生に質問を積極
的にする姿など成長が見られるようになりました。
・「学びのプラン」を活用して、児童が着実に学びの仕方や取り組みを理解して学力を身につけきているように感じます。
・児童アンケートの結果として、90％の児童が学習に粘り強く取り組み、友達と考えを伝え合う、自分の考えを深めたり、広げたりする事
ができたとの回答は評価できると思います。

知育成部

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○「クラスの仲間の誰かが失敗した
り、困ったりしているときに、声を掛
けたり助けたりすることができる」と
回答する児童９０％以上

・子どもの理解を基盤とした人的環
境のユニバーサルデザインを意識
した学級づくりを行う。
・縦割り活動での異学年交流や学
級・学校全体でのぽかぽか貯金の
取組を行う。

A

・「クラスの仲間の誰かが失敗したり、困ったりして
いるときに、声を掛けたり助けたりすることができ
る」と回答した児童は、９3．7％であった。学級活動
や「ぽかぽか貯金」、縦割り活動を基にした子供同
士の関係構築に深まりがでてきたと考えられる。 A

・異学年交流はとても良い取り組みです。子供たちの人間性を大きく伸ばせていると思います。これからも様々な学校行事等で異学年
交流を行ってください。
・ユニバーサルデザインについての学校としての取り組みが、評価として見えた方がよいと思います。
・保護者アンケート、児童アンケートの評価が中間より上がっていることからも、子供たちがきつい言葉で友達をからかったりすることが
以前より少なくなったように思います。子供たちの中に、ぽかぽか言葉を遣うという気持ちが育ってきているように感じます。
・優しい心を素直に出せる子供たちが増えたのではないかと思います。また、豊かな人間性が育まれているように感じます。
・先生方の指導の成果だと考えます。しかし、低学年での言葉遣い等については、今後も指導をしていく必要があると思います。

心育成部

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ防止等について組織的対
応ができていると回答した職員
90％以上
○「学校が楽しい」と回答する児童
90％以上

・いじめアンケートやほのぼのアン
ケート、教育相談月間の取組を実
施し、いじめの早期発見に努める。
・職員会議や連絡会で児童情報を
共有し、共通理解のもとに組織で
対応する。
・年２回のＱＵテスト及び研修会を
実施する。

A

・「いじめ防止について、組織的に行われている」と
回答した職員は、９５．２％であった。アンケートや
教育相談に加え、ＱＵテストの結果を生かした職員
研修を行うことで、情報共有をもとに今後の手立て
等を考えながら対応することができた。今後も継続
して組織的な対応を行っていく。
・「学校が楽しい」と回答した児童は、９６．２％であ
り、中間評価よりもよい数値結果が見られた。

A

・いじめを発見することはなかなか難しいと思います。先生や保護者にも言い出せない子供たちがいることを考えて、96％で満足せず
100％を目指して、常に頭の片隅に何かあっていないか？と日々、子供たちに接してください。
・「学校が楽しい」との児童アンケートの回答が96.2％はすごい数値だと思います。先生方のご努力に敬意を表します。また、3.8％の子
供たちにも目を向けて対応をお願います。
・いじめは絶対悪です。子どもの幸せのためにあってはならないです。そのために組織でいじめ防止に対応している事はすばらしいで
す。いじめの根絶に全力で尽くしてほしいと思います。

心育成部
体育成部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、
その実現に向けて意欲的に取り組
もうとするための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した児
童90％以上
●◎「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした児
童90％以上

・未来を切り拓いていくための資
質・能力を育む授業づくりに関する
校内研究の実施。
・教育活動全体を通して、自己肯定
感を高め、児童の自主性を生かす
活動を工夫する。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した児童は、９１．６％、「将来の夢や
目標を持っている」と回答をした児童は、９２．５％
であった。褒めることを意識した指導による効果
や、校内研究と連携した自主性を生かす言葉かけ
や活動によって成果が表れていると考える。

A

・子供たちを、授業、スポーツ、優しさなどのいろいろな視点で長所を見つけて、褒めることを今後も継続してください。
・先生方が、心の教育を大事にされていることが、先生方の普段の会話の中からも感じられます。
・児童アンケートの結果から、92.5％が自分の夢や将来への希望をもち、生き生きと学校生活が出来ているようですばらしいと感じま
す。
・子供たち一人一人を大切にし寄り添うことで、自己肯定感の向上を図る学校教育のあり方を検討することも必要かと思います。
・先生と子供たちとの信頼関係は子供の成長に大きな影響を与えることを意識して、今後も頑張ってほしいと考えます。
・先生方の子供たちに対する言葉かけがすばらしいと思います。また、子供たちが夢や目標をもっていることもすばらしいし、今後も努
力を続けていってほしい。

心育成部
知育成部

○特別支援教育の充実 ○「支援を要する児童のニーズに
応じた取組を行った」と回答した教
員90％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・年6回の子ども支援会議とケース
会議の開催、情報共有を図る。 A

・「支援を要する児童のニーズに応じた取り組みを
行った」と回答した教員は、１００％であった。どの
職員も児童に寄り添った取り組みを意識的に行っ
ていることが分かった。

A

・若楠小は他校より特別支援が充実していると聞いたことがあります。誇らしい事と思います。
・先生方全員が中間評価での課題を実践し改善されていることは、子供たちの優しい心をまわりの仲間に向ける気持ちに上手く影響を
及ぼしていると思います。
・特別支援学級と交流学級が連携できていることで、児童への対応が十分にできていると思います。

心育成部

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行
う時間が１週間で４２０分以上の児
童８０％以上

・学期に一度、スポーツフェスタを
催し、朝や２０分休み、昼休みに外
で運動する機会を増やす。
・職員も昼休みの遊びに関わり、学
級で外で遊ぶ雰囲気を作る。 B

・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で４２０分以上」と回答した児童が８２％と、目標値
を上回った。しかし、前期を下回っているため、寒
い時期も積極的に運動ができるよう、来年度新た
な取組を検討したい。 A

・体育の授業以外にも、子供たちの参加を募って社会体育の競技に参加されているのに感心しています。
・休み時間に多くの子供たちが外に出て遊んでいるのをよく見かけていたので、目標値は上回ったものの、中間評価よりも下がっていた
のは意外だったです。
・10月の運動会を見学していただけに子供たちのすばらしい体力づくり、スポーツへの取り組み団結力など学校生活で身につける力の
すごさを感じます。それだけに１週間で420分以上の運動時間を確保しなくてとは感じました。
・学校以外で遊ぶ場が少な過ぎると感じます。ボール遊びもなかなか出来る場がなく、帰宅後外遊びする場があれば、子供たちも多少
は変わってくる可能性があると思います。
・冬季の運動の機会を増やす努力や工夫が必要かもしれません。

体育成部

〇歯科保健の充実 ○「1日3回以上歯みがきをしてい
る」と回答する児童８５％以上

・給食後の歯みがきタイムを全校で
実施する。
・歯と口の健康に関する保健だより
や掲示物を作成し、児童と保護者
が歯科保健の知識を増やす手立て
を行う。

A

・「1日3回以上歯みがきをしている」と回答する児
童が８８．７％と目標値を上回り、前期よりも上昇し
た。定期的に健康タイム等で全校に周知を継続し
たことにより、児童の意識も高くなっている。 A

・１日３回以上の歯磨きを意識している児童が９割近くいるのが素晴らしいです。学校での取り組みの成果だと考えます。
・長期休みの期間は、歯磨きが３回できていない気がするので、今後は、休み期間中の啓発も必要だと感じます。また、学校だけでなく
保護者の働きかけも大切だと感じます。
・校内放送での歌は効果があると感じます。今後も継続した取り組みをして充実を図ってほしいと思います。 体育成部

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定
・超過勤務時間が月45時間、年間
360時間を超えないよう月ごとに集
計結果を回覧で知らせ、啓発する。

A

・定時退勤日を金曜日に設定し、18時前後の退勤
ができるようになった。
・全職員の時間外在校等時間の平均33時間で減
少傾向であり、休日出勤も５月以降なかった。新校
時表の試行を実施し、職員・保護者・児童のアン
ケート結果を分析し改善を図る。

A

・先生方が健全であることが教育にもつながりますので、働き方は常に無理なく、取り組む必要があると感じます。
・先生方の相互理解、努力により働き方改革をより実現されていて素晴らしいと思います。
・教職員の働き方改革は、どういった考え方によるのか、このことをそのつど学校と保護者で確認すべきかと思います。
・休日出勤が５月以降なかったという点は特質してよい結果であると感じます。働き方改革の成果だと感じます。
・業務内容も多い中、地域連携事業などもあり、先生方は本当に努力されていると思います。

教務部

○タイムマネジメント・タスクマネジ
メント能力の向上

○「タイムマネジメント・タスクマネ
ジメントを意識して業務に取り組む
ことができた」と回答した職員７０％
以上

・仕事に優先順位をつけ、計画的
に効率よく取り組む。
・仕事のゴールを決めて取り組む。

A

・「タイムマネジメント・タスクマネジメントを意識して
業務に取り組むことができた」と回答した職員が
100％であた。職員の業務改善への前向きな取り
組の成果である。 A

・業務が減っているわけではないが、効率化を図り上手く時間の有効化が出来ていると思います。
・タイムマネージメントやタスクマネージメントを意識し、全員100％の職員の方々取り組んでいることに驚いています。

教務部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域との連携
の充実

○家庭・地域との連携・協働を強め
る学校づくり

○地域行事への参加を促進し、
「地域の行事に進んで参加した」と
回答した児童８０％以上

・地域と連携を取り、「むつみ会」
「ゴジラの会」「地域子ども教室」等
の活用を拡大する。
・放送や学校便り、ホームページな
どで、保護者や児童に地域行事を
周知し、積極的な参加を促す。

B

・地域との連携については、コロナ禍以前の活動
に戻り機会が増えた。次年度は各学年の学習計
画の見直しを図りながら連携の強化に努める。
・地域行事等は、学校便りやホームページ、地域
子ども会の方による案内の放送などに取り組んだ
が、保護者児童アンケートの結果では、70%前後
だったので、地域との連携図りながら改善に努め
る。

A

・地域との連携は、80％の目標値が高いのかもしれません。数値の設定とアンケートの聞き方も見直してはいかがでしょう。
・コロナ禍の数年間では、地域との連携の充実は難しかったと思いますが、今年度の若楠地下道アートプロジェクトに全校児童が参加
し完成させた行事は本当に素晴らしいと思います。地域・学校・家庭と一体となり実現できた事を心より喜んでいます。
・子供たちは、地域の方たちに、とてもお世話になっているが、保護者にはどれくらい地域の方々にお世話になっているのか、ほぼ理解
されていないと思います。もう少し日頃の活動報告等をしていく必要があると感じています。
・学校運営協議会、まちつくり協議会、地域団体等とも協議し、保護者や児童のニーズなどを考えながら改善へ努めましょう。

教務部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校運営協議会において今年度の学校教育について評価をお願いしたところ、１１項目すべてにおいて、「Ａ十分達成できている」の評価をいただいた。また、児童・保護者のアンケート結果からも取り組みの成果が数値として見られた。これらは全職員で取り組んだ成果だと考える。更に質の高い学校教育を目指して、授業力の向上、
いじめ防止、運動習慣の改善、地域との連携について、学校運営協議会からの意見や助言等をいただきながら、継続的に取り組む必要があると考える。
・児童が主体的に学ぶ授業づくりを目指して研究を推進していく。
・特別支援教育と人権・同和教育を柱として児童の心を育んでいく。
・コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を中心に地域との協働を深めつつ、学校運営及び教育活動を更に推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

学校運営協議会において学校の現状や今年度の取組について、説明したところ、すべての委員から肯定的な意見をいただき、１１項目のうち１０項目においてＡ評価「十分達成できている」をいただいた。全職員が共通理解・共通実践のもと組織として取り組んできた成果だと考える。次年度に向けて、以下の点を改善していきたい。

・教師だけでなく児童自身が、単元を通して身に付けたい資質・能力を見通す「学びのプラン」の作成と活用を継続し、全職員で共通理解しながら研究を推進していく。

・多様な子ども達が安心して学べる学級づくりに向けて、まずは「学習のかまえ」を年度当初共通理解をし全職員で意識しながら徹底を図り、より充実した学級経営を行っていける環境を整えていく。

・コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を中心に地域との協働により学校運営及び教育活動を更に推進していく。

２　学校教育目標
「夢をもち、明るく笑顔で生き生きとチャレンジする児童の育成」

　　～たくましく　ゆたかに　ひびけ　われら若楠～

３　本年度の重点目標
①明るく共生する子どもを育てる「心の教育の推進」

②かしこく創造する子どもを育てる「確かな学力向上の推進」

学校名 佐賀市立若楠小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教
職員の働き方
改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


